　2023.9藤咲整形外科医院だより
　息の長い酷暑を嘆きつつも、月冴え虫の声透り、気配だけでなく秋は姿を明らかにする頃となりました。蜻蛉を見かけるようにもなり、空の高さを新めさせる日々です。
　童謡、とんぼのめがね　1949年ラジオ放送にて発表　では、青いお空を飛んだから、とんぼは目に空の青さを映していると、実物が目の前にあるわけでなくとも、その特徴ある大きな目に、歌詞二番には太陽の明るさを、三番には夕日の赤さを、感じ取ることができます。盛夏に当院の草畑を訪れた蜻蛉は塩辛トンボです。これからアキアカネが訪ねてくるでしょう。目に世界を映すとは、壮大にして精緻な感覚です。
　空に目を向ければ、大歌人、若山牧水は、
　白鳥は哀しからずや空の青海のあをにも染まずただよふ
　推敲を重ねて1908年刊「海の声」掲載の、名歌特有の多彩な解釈を受けつつ、愛詠されてきた歌をものしています。私なりに、映画「カモメのジョナサン」といった後世の影響もあって、朱にも交わることなく孤高の信念を貫く、といった歌なのであろうと考えていましたが、それほど肩ひじを張った読み方をしなくてもいいのかもしれないと、とんぼのめがねと並べた時には、思われます。
　ウォーキングは世にいうSDGsにかなった、持続可能な健康法です。いろいろな解釈、いろいろな方法が提唱されます。いわく、何とか式ウォーキング、または目くるめく数の補助器具の提案、果ては歩くことすらの不要ななんとか体操まで、歩くことはかくも重要かを思わされます。それであっても、
　染むるとも染まずともよし秋の空
皆様お体大切に。
ホームページURL

https://www.ne.jp/asahi/fuji/clinic/
[image: image1.emf]

　2023.9藤咲整形外科医院　　院長 　藤咲　裕
